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新
入
生
に
よ
る
集
団
宿
泊
研
修

が、

四
月
十
四
日（

月）

か
ら
十
五

日（

火）

に、

岩
国
市
に
あ
る
山
口

県
由
宇
少
年
の
家（

山
口
県
ふ
れ

あ
い
パー

ク）

で
行
わ
れ
ま
し
た。

一
日
目
は、

千
鳥
が
丘
病
院
前

か
ら
自
然
の
家
ま
で
の
約
６
キ
ロ

の
山
道
を
歩
い
て
登
り
ま
し
た。

昼
食
後、

集
団
行
動
研
修
や
Ａ
Ｆ

Ｐ
Ｙ
研
修、

野
外
炊
事、

校
歌
練

習
を
行
い
ま
し
た。

野
外
炊
事
で

は、

料
理
が
出
来
上
が
る
ま
で
時

間
は
か
か
り
ま
し
た
が
皆
と
協
力

し
て
つ
く
っ
た
カ
レー

に
満
足
し

て
い
ま
し
た。

二
日
目
は、

銭
壷

山
コー

ス
と
大
将
軍
山
コー

ス
に

分
か
れ、

ウ
ォー

ク
ラ
リー

を
行

い
ま
し
た。

要
所
ご
と
に
現
れ
る

ク
イ
ズ
に
苦
戦
し
な
が
ら
も、

班

の
仲
間
と
協
力
し
て
歩
み
を
進
め、

時
折
見
え
る
絶
景
に
仲
間
と
感
動

す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た。

退
所

式
が
行
わ
れ
た
こ
ろ
に
は、

生
徒

た
ち
の
顔
も
引
き
締
ま
っ
て
お
り、

こ
の
宿
泊
研
修
が
有
意
義
な
も
の

に
な
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま

し
た。こ

の
集
団
宿
泊
研
修
は、

柳
井

学
園
の
生
徒
と
し
て
一
歩
を
踏
み

出
す
た
め、

入
学
後
間
も
な
い
こ

の
時
期
に
行
わ
れ
て
い
ま
す。

規

律
正
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
着
け、

仲
間
と
の
交
流
を
深
め
る
い
い
機

会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す。

こ
の

研
修
で
学
ん
だ
こ
と
や
感
じ
た
こ

と
を、

今
後
の
学
校
生
活
に
生
か

し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す。

四
月
八
日（

火）

に
入
学
式
が
行
わ
れ、

普
通
科
ア
ド
バ
ン
ス
ト
コー

ス
九
名、

普
通
科
グ
ロー

バ

ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
コー

ス
一
組
三
十
六
名、

二
組
三
十
五
名、

三
組
三
十
五
名、

衛
生
看
護
科
三
十
六
名、

計
百
五
十
一
名
が
入
学
し
ま
し
た。

入
場
の
際
は、

吹
奏
楽
部
の
ジ
ャ
ズ
が
鳴
り
響
き、

と
て
も
良
い

雰
囲
気
で
始
ま
り
ま
し
た。

そ
し
て、

担
任
の
先
生
に
よ
る
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
呼
名
が
行
わ
れ、

生

徒
の
皆
さ
ん
は、

緊
張
し
な
が
ら
も
返
事
を
し
た
後
に、

柳
井
学
園
生
の
一
員
と
し
て
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
た
と
実
感
し
た
こ
と
で
し
ょ
う。

生
徒
を
代
表
し
て
普
通
科
ア
ド
バ
ン
ス
ト
コー

ス
の
河

内
日
菜
子
さ
ん（

田
布
施
中
学
校）

が
宣
誓
し
ま
し
た。

そ
の
後
の
校
長
先
生
の
お
話
で
は、

「

一
生
涯
の
親
友
を
作
り
な
さ
い。

」

な
ど
と
激
励
を
受
け、

不

安
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
生
徒
た
ち
も
こ
れ
か
ら
の
三
年
間
を
有
意
義
に
過
ご
そ
う
と
思
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う。

ま
だ
慣
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が、

本
当
に
柳
井
学
園
に
入
学
し
て

良
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
に、

勉
強
や
部
活
動
に
励
み、

良
い
友
人
関
係
を
築
い
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す。
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平
成
二
十
五
年
度
普
通
科
進
学
コー

ス
卒
業
生
の
二
名
の
先
輩
方
が
こ
の
春、

国
公
立
大
学
に
入
学
さ
れ
ま
し
た。

弓
道
部
主
将
を
務
め
て
い
た、

波
田

野
優
太（

柳
井
南
中
学
校
出
身）

さ
ん

は、

北
九
州
市
立
大
学
経
済
学
部
に、

ま
た、

吉
賀
ま
り（

柳
井
西
中
学
校
出

身）

さ
ん
は、

京
都
教
育
大
学
教
育
学

部
に、

そ
れ
ぞ
れ
合
格
さ
れ
進
学
さ
れ

ま
し
た。

進
学
コー

ス
の
受
験
指
導
を

さ
れ
た
先
生
方
に
よ
る
と、

受
験
を
控

え
た
先
輩
方
は、

年
末
年
始
一
日
も
休

ま
ず
学
校
に
来
て、

受
験
対
策
を
さ
れ

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す。

二
人
か
ら
の
メ
ッ
セー

ジ
は、

今
年

度
の
学
校
案
内
に
掲
載
さ
れ
る
予
定
で

す。

機
会
が
あ
れ
ば
ご
覧
く
だ
さ
い。

平
成
二
十
五
年
度
准
看
護
師
資
格
試

験
の
合
格
発
表
が
三
月
十
二
日（

水）

に
あ
り
ま
し
た。

そ
し
て、

先
日
卒
業
し
た
衛
生
看
護

科
第
四
十
一
回
生
三
十
名
が
全
員
合
格

し
ま
し
た。

こ
れ
で、

資
格
試
験
全
員

合
格
は、

七
年
連
続
と
な
り
ま
す。

衛
生
看
護
科
の
生
徒
は、

三
年
間
資

格
試
験
合
格
の
た
め
に
努
力
を
重
ね
て

き
ま
し
た。

時
に
は、

土
曜
日
に
来
て

先
生
や
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
一
緒
に
勉
強

し
ま
し
た。

で
す
か
ら、

合
格
の
知
ら

せ
は
本
当
に
嬉
し
い
こ
と
で
す。

准
看
護
師
の
資
格
を
持
ち、

四
月
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
頑
張
っ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す。

今
後
の
活
躍
を
期
待

し
ま
す。

○バレーボール部

第６６回中国高等学校選手権大会山口県予選会

日時：４月１９日（土）・２０日（日） 会場：萩市民体育館

トーナメント戦：ベスト８進出

リーグ戦：順位決定戦

１回戦 本校 １ － ２ 防府西

２回戦 本校 ０ － ２ 宇部商

３回戦 本校 ２ － ０ 長門

入替戦 本校 １ － ２ 徳山商工 第６位

○レスリング部

春季山口県大会

日時：４月１３日（日） 会場：光スポーツ交流村

６６ｋｇ級 優勝 小池 波也登（G3-1・上関中学校出身）

６６ｋｇ級 第３位 近藤 龍男（GB1-1・住吉中学校出身）

ＪＯＣ杯 全日本ジュニア選手権大会

日時：４月２６日（土）・２７日（日） 会場：横浜文化体育館

６３ｋｇ級 カデットの部

小池 波也登（Ｇ３-１・上関中学校出身） １回戦敗退

○硬式野球部

平成２６年度山口県春季高校野球大会

日時：４月１７日（木）～２１日（月） 会場：ビジコム柳井スタジアム

１回戦 本校 １２ － ２ 周防大島（７回）コールド

２回戦 本校 ３ － １ 光

地区代表戦 本校 ４ － ５ 岩国工業（延長１１回）

ベスト１６

○ソフトテニス部

春季岩柳大会

日時：４月１２日（土） 会場：岩国市総合運動公園

個人戦 川口（N3）・宮本（N3）ペア １回戦敗退

松岡（N2）・佐久間（N2）ペア １回戦敗退

団体戦 １回戦 本校 ０ － ３ 岩国総合

○弓道部

春季岩柳大会

日時：４月６日（土） 会場：柳井市弓道場

女子個人 第３位 中山 佑梨（G3-2・大畠中学校出身）

第５７回中国高等学校弓道選手権大会山口県予選会

日時：４月１９日（土）・２０日（日） 会場：下関市弓道場

女子個人 第１０位 中山 佑梨（G3-2・大畠中学校出身）

中国大会個人戦出場

○バスケットボール部女子

春季地区大会

日時：４月５日（水） 会場：高水高校

１回戦 本校 ４０ － ５０ 柳井

第５８回中国高等学校・バスケットボール選手権大会県予選会

日時：４月１２日（土） 会場：フロンティア香川高校

１回戦 本校 ５８ － ８４ 新南陽

○フェンシング部

第４１回中国高等学校フェンシング選手権大会

日時：４月１９日（土）・２０日（日） 会場：岩国工業

団体戦

男子 ３位

女子 優勝 中国大会出場予定

女子個人戦

フルーレ 木村 結 優勝（G2・柳井中学校出身）

村本 遙香 ４位（B3-1・平生中学校出身）

エペ 澤田 加菜子 準優勝（G2・久保中学校出身）

サーブル 木村 結 優勝（G2・柳井中学校出身）

上記女子個人戦中国大会出場予定

三
月
四
日（

火）

か
ら
七
日（

金）

の
三
泊
四
日
の
日
程
で、

去
年
に
引
き
続
き
沖
縄
で

の
修
学
旅
行
が
行
わ
れ
ま
し
た。

昨
年
と
は
違
う
タ
ク
シー

研
修
な
ど
新
し
い
取
り
組

み
を
入
れ
た
修
学
旅
行
と
な
り
ま
し
た。

一
日
目
は、

ひ
め
ゆ
り
の
塔
・
資
料
館
で
平
和
学
習
を
行
い
ま
し
た。

修
学
旅
行
前

の
事
前
学
習
で、

映
画「

あ
ゝ
ひ
め
ゆ
り
の
塔」

を
見
た
こ
と
も
あ
り、

平
和
に
対
す
る

思
い
も
ひ
と
し
お
だ
っ
た
よ
う
で
す

。

二
日
目
は、

美
ら
海
水
族
館
で
迫
力
の
あ
る
巨
大
水
槽
と
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
に
多
く

の
生
徒
が
圧
倒
さ
れ
ま
し
た。

午
後
か
ら
は、

万
座
毛
か
ら
の
景
色
に
驚
き、

ビ
オ
ス
の

丘
で
は、

湖
水
鑑
賞
船
乗
船
で
自
然
を
堪
能
し、

カ
ヌー

体
験
と
水
牛
体
験
に
分
か
れ

園
内
を
散
策
し
ま
し
た。

三
日
目
は
タ
ク
シー

研
修
で
は、

各
班
で
の
集
団
行
動
で、

勾
玉
づ
く
り
や
グ
ラ
ス

づ
く
り
を
体
験
し、

沖
縄
の
文
化
や
風
土
を
楽
し
み
ま
し
た。

四
日
目
は、

世
界
遺
産
の
首
里
城
を
訪
れ、

沖
縄
の
歴
史
を
学
び
ま
し
た。

旅
行
中
は
天
候
に
は
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が、

思
い
出
に
残
る
修
学
旅
行
と
な
り

ま
し
た。

こ
の
四
日
間
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
を、

今
後
の
学
校
生
活

に
生
か
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す。


